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事業概要

1. 期間
開始：2019年2月
終了（予定）：2021年3月

2. 最終目標
FIT制度に頼らないオンサイト小型バイオガス発電システムを小規模

酪農家が投資可能な低コストで実現し、システム全体を効率的に運用
するため、以下の要素技術開発を実施。

①ふん尿の堆肥化処理コストの低減
②発酵槽の低コスト化と発酵効率向上
③小型エンジンの総合効率の向上
④消化液利用技術および浄化処理技術の開発

3. 成果・進捗概要
今期末までに技術実証システムを製作し、システム評価を実施する

予定である。現在までに技術実証システムの設計および設計に必要な
パラメータを得るための予備試験を実施中。
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 一戸当たりの飼養頭数は増加傾向にあるが、依
然として小規模酪農家が多く、生産性が低く、経
営が厳しい。

 酪農経営においてふん尿堆肥化処理コストの負
担が大きい。
（愛知県の酪農家へのヒヤリング調査結果）
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平成30年の酪農家の成畜飼養頭数統計小規模農家でも投資が可能な、オンサイト小型
バイオガス発電を導入し、

 ふん尿を原料としてメタン発酵によりバイオガスを生産し、燃料代削減
 バイオガス発電により電力を生産し、電力費削減
 堆肥化処理工程でメタン発酵後の消化液を減容化し、ふん尿堆肥化処理コストを低減

を実現できれば、小規模酪農家の収益改善が期待できる。

実施の背景

日本の酪農の課題
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システムの開発ポイント
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開発項目 目標 課題 方策

①
ふん尿の堆
肥化処理コ
ストの低減

ふん尿堆肥化処理
コスト低減率２５％

ふん尿堆肥化処理量の減
量化

•ふん尿の固液分離による減量化
•好気性発酵の促進
•堆肥の水分蒸散効率の向上

②

発酵槽の低
コスト化と発
酵効率向上
化

•全体システムの投資回収
年数６年以下
•ガス発生量
２２ｍ３/t-牛ふん･日

•発酵槽のコスト低減
•メタン発酵によるバイオガ
ス発生量増加

•バルーン式発酵槽を活用し、設
置工事費を含めた低コスト化
•温水加熱および省エネ攪拌機
能による高効率化

③
小型エンジン
の総合効率
の向上

システム総合効率
９０％

温水排熱利用を増やし、
総合効率向上

•排熱利用の多様化による温水
利用率向上

④

消化液利用
技術および
浄化処理技
術の開発

•液肥利用作目4品目
•消化液中全固形分
20g/L以下
•消化液中のアンモニア態
窒素の50%を硝酸態窒
素へ置換
•排水中の
全窒素130mg/L
全リン22mg/L以下

•液肥利用作目に対する
消化液中の肥料成分の
適合化
•消化液散布時のハンドリ
ング性向上
•曝気処理に不適な消化
液の浄化
•浄化処理コスト低減

•化学肥料との組合せによる肥料
成分の好適化
•固液分離機による固形分除去
•BOD/N比の適正化
•消化液の減容化による浄化装
置の簡易、小型化

要素技術開発の内容
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①-1 ふん尿の堆肥化処理コストの低減

【ねらい】

【実施内容】

本システムにマッチする、固液分離性能が良好で経済性の高い固液分離装置を選定する。

方式の異なるいくつかの固液分離装置の性能を評価し、分離固分・液分の分析を行う。

進捗状況

楕円板型固液分離装置 スクリュープレス式固液分離装置
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①-2 ふん尿の堆肥化処理コストの低減

【ねらい】

【実施内容】

堆肥化過程の発酵熱およびガスエンジンの排熱利用による、水分蒸散・減量化を機能
開発試験により確認し、実証モデル評価試験装置の設計に反映する。

本試験装置を設計・制作するために必要な予備試験、小型堆肥化試験装置を試作。
堆肥化促進効果を確認。

進捗状況

堆肥化写真

小型堆肥化試験装置 堆肥化状態
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②-1 発酵槽の低コスト化と発酵効率向上化

【ねらい】

【実施内容】

小型メタン発酵試験装置を設計・試作し、牛ふん
尿を固液分離した分離液分でメタン発酵したときの
メタン発酵特性と消化液の性状を把握する。

可視化小型メタン発酵試験装置の試作を完了し、
メタン発酵可視化試験を開始。

小型メタン発酵試験装置

進捗状況
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③小型エンジンの総合効率の向上

【ねらい】

樹脂型シートヒーター利用による発酵槽の効率的な加熱法を調べる。

プラスチックチューブ方式ダイジェスターの概略

進捗状況

樹脂型シートヒーター1
0
1
8

自社製ガスエンジンコージェネレーション
COREMO（コレモ）

※エンジン排熱利用温水を供給
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④-1消化液利用技術および浄化処理技術の開発
【ねらい】

【検討内容】

予備試験等の結果に基づき、次年度試験の設計検討を実施する。

• 消化液の各作目にあった効率的な施肥方法

水稲：消化液原液の基肥施用

水耕野菜：消化液と化学肥料の混合施用

花き：消化液の希釈後施用

緑肥作物：消化液原液の基肥施用

• 消化液の液分向け調製

消化液の固液分離

消化液ろ液中の窒素成分の硝化

◎消化液利用技術

進捗状況

・水稲１品種：施肥量、施肥時期

・野菜２品種：消化液の混合量

消化液施肥した緑肥の影響

・緑肥１品種：施肥量

・花き５品種：栽培種別での施肥

消化液の混合量

施肥品目と検討事項
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④-1消化液利用技術および浄化処理技術の開発

進捗状況

【水稲への施肥試験】

 消化液の基肥施用で慣行と同等の収量。

 施肥のタイミングと施肥量を検討する。

消化液施肥 試験ほ場
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④-1消化液利用技術および浄化処理技術の開発

進捗状況

【レタス水耕施設】 【レタスの生育調査結果】

【ソルガムの生育調査結果】【ソルガム栽培ほ場】
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進捗状況

【検討内容】

浄化処理過程について検討。

• 消化液の固液分離

• 曝気によるアンモニア態窒素の硝化工程の設定

• 凝集剤またはMAP手法の利用によるリン低減工程の設定

• 上記の各工程から、液肥利用向けと浄化処理向けに消化液を分配

浄化処理向けは排水することとして、浄化システムを構築する。

◎浄化技術

④-2消化液利用技術および浄化処理技術の開発

・粘性が高い→ハンドリングが悪い

・無機態窒素＝アンモニア態→硝化が必要

・ＢＯＤ/窒素バランスが悪い→浄化が困難

消化液の特徴
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進捗状況

活性汚泥法

堆肥化

消化液

アンモニア
ストリッピング法

凝集剤

固液分離

硝 化

固 分

脱 窒

放 流

（消 毒）

耕種利用

凝集剤の選抜

成分分析

改質

ＢＯＤ源添加
ばっ気方法選抜

乳牛ふん尿搾りかすと混合

水耕栽培
花き栽培

アンモニア態
窒素を処理

④-2消化液利用技術および浄化処理技術の開発

【消化液の改質・浄化試験概要】

消化液成分 放流基準(mg/L)

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 3000 → 160

浮遊物質（ＳＳ） 30000 → 200

全窒素（Ｔ－Ｎ） 4000 → 130

全りん（Ｔ－Ｐ） 1200 → 16 13/14



技術実証モデル評価試験

【実施内容】

 使用する固液分離装置やダイジェスタのスペックを決定。

 技術実証モデル全体の配置設計を実施中。

【ねらい】
個々の要素技術開発がシステム全体で成立するか、技術実証モデルを設置し検証する。

イメージ図

今後の実施計画
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